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－
－
類
衆
名
義
抄
か
ら
の
引
用
を
中
心
と
し
て
　
－

山
　
　
本
　
　
真
　
　
吾

目
　
　
次

は
じ
め
に

一
、
慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
『
性
霊
集
略
注
』
　
に
つ
い
て

二
、
出
典
の
検
討

三
、
『
略
注
』
　
に
引
用
さ
れ
た
類
策
名
義
抄

む
す
び

は
　
じ
　
め
　
に

類
衆
名
義
抄
に
関
す
る
研
究
は
、
長
年
に
亘
っ
て
数
多
く
の
成
果
が
積
重
ね
ら
れ
て
来
た
。
日
本
語
史
研
究
の
一
領
域
た
る
辞
書
史
の
上

で
、
こ
れ
を
軸
と
し
た
従
来
の
研
究
の
あ
り
方
は
、
極
く
大
雑
把
に
は
次
の
よ
う
に
分
類
す
る
こ
と
が
可
能
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
、
成
立
に
関
す
る
研
究
　
－
　
類
衆
名
義
抄
が
ど
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
か
。
こ
こ
に
は
、
Ⅲ
成
立
時
期
・
編
纂
者
、
又
編
纂
の
意
図
・

（1）

日
的
に
つ
い
て
考
究
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
㈱
系
統
研
究
。
諸
本
を
種
々
の
観
点
よ
り
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
原
撰
本
た
る
図
書
寮
本

（2）

か
ら
改
編
本
系
諸
本
へ
の
発
達
経
路
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
研
究
、
そ
し
て
畑
出
典
研
究
。
前
代
の
辞
書
の
影
響
を
如
何
よ
う
に
受
け
た
か

（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

と
い
う
古
辞
書
間
の
問
題
と
広
く
前
代
の
古
文
献
の
字
句
、
音
訓
を
如
何
に
摂
取
し
た
か
を
具
体
的
に
考
え
よ
う
と
す
る
も
の
が
あ
っ
て
、



こ
の
よ
う
に
凡
そ
餌
～
畑
の
三
つ
の
柱
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

二
、
影
響
に
関
す
る
研
究
－
類
衆
名
義
抄
が
後
の
文
献
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
。
こ
れ
も
、
Ⅲ
後
代
の
辞
書
へ
の
影
響
を
論

（5）

ず
る
古
辞
書
間
の
問
題
と
、
佃
こ
れ
が
ど
の
よ
う
に
流
伝
・
利
用
さ
れ
た
か
を
辞
書
以
外
の
他
文
献
に
引
用
さ
れ
た
逸
文
な
ど
の
蒐
集
・
検

（6）

討
に
よ
っ
て
考
え
よ
う
と
す
る
研
究
が
あ
る
。

（7）

右
の
分
類
に
基
く
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
課
題
は
、
勿
論
互
い
に
密
接
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
し
、
又
、
こ
れ
は
ひ
と
り
類
衆
名
義
抄
に
と

ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
他
の
古
辞
書
の
研
究
に
つ
い
て
も
概
ね
あ
て
は
ま
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
就
中
、
類
衆
名
義
抄
に
関
し
て
は
、

（8）

各
項
の
研
究
が
そ
れ
ぞ
れ
に
精
密
の
度
を
加
え
、
大
幅
な
進
展
を
遂
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
稿
も
、
か
か
る
先
学
の
横
尾
に
附
し
て
、
右
の
二
・
廟
の
課
題
に
つ
い
て
、
『
遍
照
発
揮
性
霊
集
』
の
注
釈
活
動
に
類
緊
名
義
抄
が
利
用

さ
れ
た
一
事
例
を
報
告
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
標
題
に
掲
げ
た
慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
『
性
雲
集
略
注
』
に
改
編
本
系

類
衆
名
義
抄
か
ら
の
引
用
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
若
干
の
考
察
を
加
え
よ
う
と
思
う
。

一
、
慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
『
性
霊
集
略
注
』
に
つ
い
て

弘
法
大
師
空
海
の
詩
文
を
高
弟
真
済
（
八
〇
〇
－
八
六
〇
、
高
雄
僧
正
と
も
）
が
編
集
し
た
『
性
雲
集
』
（
詳
名
『
遍
照
発
揮
性
霊
集
』
）
の
注
釈

活
動
は
、
平
安
時
代
末
期
よ
り
今
日
に
至
る
迄
行
わ
れ
て
い
て
、
中
世
迄
（
室
町
時
代
迄
）
に
限
っ
て
も
、
次
の
如
く
多
く
の
注
釈
書
の
存
在

（9）

が
知
ら
れ
て
い
る
。

①
癖
鏡
紗
　
三
巻
　
写
本
　
京
都
東
寺
所
蔵
　
仁
和
寺
済
遽
注
。

②
性
霊
集
略
注
　
十
巻
二
帖
　
写
本
　
慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
　
嘉
元
四
年
写
。

③
性
霊
集
絨
石
紗
　
六
巻
本
・
十
巻
本
の
二
部
　
写
本
　
種
智
院
大
学
所
蔵
　
異
宝
注
。

④
性
霊
集
抄
註
　
九
巻
（
巻
三
欠
）
　
写
本
　
名
古
屋
真
福
寺
所
蔵
　
永
和
三
年
写
。

慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
『
性
霊
集
略
注
』
出
典
致



鎌
　
倉

⑤
性
霊
集
聞
書

⑥
性
霊
集
巻
十
注

⑦
性
霊
集
聞
書

⑧
性
霊
集
聞
書

時
　
代
　
語
　
研
　
究

二
冊
（
巻
五
・
八
の
み
）
　
写
本
　
高
野
山
金
剛
三
昧
院
所
蔵
　
室
町
期
写
。

一
巻
　
写
本
　
慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
（
弘
文
荘
旧
蔵
本
）
。

十
冊
　
写
本
　
高
野
山
金
剛
三
昧
院
所
蔵
　
正
平
十
六
年
伝
受
、
永
正
十
年
写
。

十
七
冊
　
写
本
　
高
野
山
持
明
院
・
同
宝
寿
院
・
同
真
別
所
所
蔵
　
室
町
期
写
。

三
四

⑨
性
霊
集
記
注
紗
等
　
七
冊
　
写
本
　
宝
亀
院
（
宝
寿
院
）
所
蔵
　
室
町
期
写
。

⑩
性
霊
集
註
　
六
冊
（
巻
五
・
六
・
七
・
八
・
九
・
十
の
み
）
　
写
本
　
高
野
山
三
宝
院
所
蔵
　
室
町
期
写
。

⑫
性
霊
集
文
筆
私
砂
　
五
冊
（
巻
四
・
五
・
七
・
八
・
九
の
み
）
　
写
本
　
宝
亀
院
所
蔵
　
室
町
期
写
。

⑫
嘩
（
「
性
霊
」
の
略
）
　
二
冊
（
巻
＝
喜
両
歌
」
迄
）
　
写
本
金
剛
三
昧
院
所
蔵
室
町
期
写
。

⑬
性
雲
集
私
注
一
冊
　
写
本
　
宝
寿
院
所
蔵
　
室
町
中
期
写
。

⑭
性
霊
集
註
　
七
冊
　
写
本
　
宝
寿
院
所
蔵
　
室
町
期
写
。

⑮
性
霊
集
記
一
冊
　
写
本
　
三
宝
院
所
蔵
　
室
町
期
写
。

こ
れ
ら
の
書
に
よ
る
、
中
世
に
於
け
る
『
性
霊
集
』
の
注
釈
に
関
す
る
研
究
は
、
未
だ
そ
の
多
く
が
手
つ
か
ず
の
状
態
で
あ
っ
て
、
日
本

語
史
の
み
な
ら
ず
中
世
文
学
の
方
面
か
ら
も
今
後
そ
の
進
展
が
大
い
に
期
待
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
中
に
あ
っ
て
、
此
に
述
べ
る
②
慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
『
性
霊
集
略
注
』
は
、
夙
に
阿
部
隆
一
氏
が
現
存
中
最
も
古
い
も
の
に
属
す
る

（10）

一
本
と
し
て
注
目
し
て
い
ら
れ
る
（
現
存
最
古
本
た
る
①
『
顕
鏡
砂
』
は
、
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
7
1
・
解
説
に
書
名
を
挙
げ
済
蓮
編
の
旨
紹
介
あ

る
の
み
、
未
見
）
。

こ
の
慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
『
性
霊
集
略
注
』
（
以
下
『
略
注
』
と
略
す
）
は
、
性
霊
集
本
文
の
中
か
ら
字
句
を
摘
録
し
、
そ
れ
に
主
と
し
て
内
・

外
典
か
ら
そ
の
出
典
を
引
載
し
て
注
を
下
し
、
そ
の
引
用
は
原
文
を
あ
げ
る
こ
と
か
な
り
詳
し
く
極
め
て
要
を
得
た
注
で
あ
る
。
後
に
性
霊

集
注
釈
を
大
成
し
た
運
敵
の
『
遍
照
発
揮
性
霊
集
便
蒙
』
に
も
数
多
く
の
内
、
外
典
が
引
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
『
略
注
』
に
出
典
名



へ
〓
し

を
示
し
て
引
載
さ
れ
て
あ
る
も
の
と
一
致
す
る
例
が
多
く
こ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
ふ
L
が
あ
る
。

『
略
注
』
の
書
誌
に
つ
い
て
は
、
既
に
阿
部
氏
の
報
告
が
あ
る
（
『
慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
和
漢
書
善
本
解
題
』
1
9
（
昭
3
0
）
、
以
下
『
解
題
』
と
略

す
。
「
新
に
見
出
さ
れ
た
る
鎌
倉
抄
本
真
弁
撰
『
性
霊
集
略
注
』
」
（
『
慶
応
義
塾
図
書
館
月
報
』
9
、
昭
甲
8
）
）
。
此
の
度
、
本
稿
の
筆
者
も
原
本
を

（12）

実
見
す
る
機
に
恵
ま
れ
、
新
に
気
付
い
た
点
も
い
く
つ
か
存
す
る
の
で
こ
の
点
を
中
心
に
以
下
に
記
す
こ
と
と
す
る
。

本
書
の
装
幌
・
料
紙
・
法
量
に
つ
い
て
は
『
解
題
』
に
記
す
如
く
で
あ
っ
て
、
模
本
二
帖
、
厚
手
の
楕
紙
に
書
か
れ
て
い
る
。

大
イ

○
獄
舟
驚
者
鳳
ノ
一
ノ
名
鳳
ハ
火
精
也
（
上
二
七
オ
1
1
）

は
、
性
霊
集
本
文
（
1
1
沙
門
勝
道
歴
山
水
璧
玄
珠
碑
）
の
詩
句
「
嶺
琴
不
梯
　
獄
倒
驚
無
図
」
の
「
獄
腐
驚
」
に
対
す
る
注
で
あ
る
が
、
注
文
の
「
火
」

字
右
傍
に
「
大
イ
」
と
あ
り
、
こ
れ
よ
り
異
本
の
存
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
又
、
本
文
は
比
較
的
丁
寧
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
誤
写
や
表

記
様
式
（
割
注
や
一
字
下
げ
な
ど
）
　
の
不
統
一
が
ま
ま
認
め
ら
れ
る
。
奥
書
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

〔
上
〕
　
嘉
元
四
年
絹
九
月
十
日
於
高
野
山

金
剛
三
昧
院
書
寓
軍
　
備
子
空
悟
（
七
五
オ
、
「
性
霊
集
略
注
」
の
尾
題
後
）

〔
下
〕
　
貞
応
二
年
頬
九
月
十
日
酉
剋
侍
受
之
了

真
弁

此
私
注
者
以
聖
範
党
蓬
房
阿
闇
梨

御
口
博
大
底
注
之
錐
訓
尺
慣
説

領
解
定
有
謬
軟
但
志
之
所
之
為

奉
報
高
租
大
師
鴻
恩
也

嘉
元
四
年
捕
九
月
廿
六
日
於
高
野
山

慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
『
性
霊
集
略
注
』
出
典
致
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倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

金
剛
三
昧
院
西
寮
書
寓
了
　
空
悟
（
六
四
ウ
）

又
、
上
巻
の
後
表
紙
裏
綴
目
近
く
に

○
此
書
両
巻
永
和
元
年
之

春
之
比
自
三
昧
寿
院
相
博
之

聖
源
之

と
あ
る
。
右
の
「
永
和
元
年
之
」

源
」
は
、
『
解
題
』
　
で
は
「
重
源
」

の
直
下
と
下
巻
後
表
紙
裏
、
や
は
り
綴
目
近
く
下
部
に
「
所
（
？
）
之
」
の
三
字
あ
る
も
未
詳
。
こ
の
「
聖

（13）

と
す
る
が
誤
認
で
あ
ろ
う
。

上
・
下
巻
の
奥
書
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
如
く
、
本
書
は
、
嘉
元
四
年
（
一
三
〇
六
二
両
野
山
金
剛
三
昧
院
に
於
い
て
空
悟
（
伝
未
詳
）
の
手

に
係
っ
て
書
写
さ
れ
た
本
で
あ
り
、
仮
名
字
体
・
踊
字
の
起
筆
位
置
よ
り
も
首
肯
さ
れ
る
所
で
あ
る
。

こ
の
奥
書
か
ら
『
解
題
』
の
推
定
さ
れ
る
如
く
覚
蓮
房
聖
範
の
口
伝
を
真
弁
が
貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）
に
伝
受
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

、‖、

こ
の
「
真
弁
」
な
る
僧
は
、
『
高
野
春
秋
編
年
輯
録
』
（
大
日
本
仏
教
全
書
一
三
一
）
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

○
（
寛
喜
三
年
）
冬
十
月
十
四
日
。
於
二
大
阿
閣
梨
信
検
校
住
坊
ぺ
授
⇒
俸
具
支
濯
頂
於
真
舛
琳
光
房
バ
（
割
注
右
）
色
衆
（
割
注
左
〉
十
四
口
。

○
（
正
元
元
年
）
秋
七
月
廿
六
日
。
良
寛
師
入
∃
寂
干
花
王
院
で
割
注
右
）
翌
（
割
注
左
〉
日
真
桝
替
補
鳶
。

○
亀
山
院
文
応
元
庚
申
年
春
王
正
月
朔
日
。
第
五
十
六
世
執
行
検
校
法
橋
上
人
位
真
塀
朝
拝
。
（
割
注
右
）
字
十
輪
院
琳
光
房
唱
レ
之
。
是
則
州
〈
割
注
左
）
之
名
手
也
。
成

俳
房
入
壇
資
。

○
（
文
応
元
年
）
三
月
六
日
突
酉
（
割
注
右
）
井
宿
（
割
注
左
）
土
－
検
校
真
塀
授
⇒
輿
両
部
濯
頂
干
賢
賓
厳
浄
房
∵
割
注
右
）
道
場
直
真
言
車
内
（
割
注
左
）
色
衆
十
二
［
。

○
弘
長
元
辛
酉
年
春
正
月
朔
。
執
行
検
校
執
行
（
割
注
右
）
（
考
）
一
本
無
〈
割
注
左
）
執
行
二
字
真
舞
朝
拝
。

○
同
月
日
（
弘
長
元
年
七
月
廿
二
日
）
。
被
レ
止
二
某
所
之
富
職
ご
疋
依
下
為
二
大
衆
一
見
占
逐
⇒
出
山
家
也
。
（
中
略
）
。
○
（
割
注
右
）
真
桝
逐
出
之
首
尾
不
二
分
明
菖



（
割
注
左
）
牒
共
レ
之
蓋
異
母
弟
一
味
欺
。

○
（
弘
長
二
年
正
月
）
晦
日
。
改
∃
易
成
詣
一
而
還
∃
補
真
雑
音
疋
宗
家
座
主
定
親
僧
正
（
割
注
略
）
依
レ
見
レ
差
⇒
登
令
旨
一
也
。
〈
割
注
右
〉
未
レ
考
二
其
（
割
注
左
）

来
由
バ

○
（
弘
長
二
年
）
二
月
朔
。
第
五
十
八
世
執
行
検
校
法
橋
位
真
辣
還
補
拝
畢
割
注
右
）
日
毎
中
春
レ
（
割
注
喜
還
す
補
之
ラ
。
執
行
代
頼
所
（
割
注
右
〉
恵
眼
房
。
（
割
注
左
）
東

南
院
。

○
（
弘
長
二
年
）
六
月
十
日
。
某
所
又
為
＝
大
衆
一
被
二
退
却
一
誌
。
（
割
注
右
）
古
牒
井
山
史
等
。
不
レ
（
割
注
左
〉
出
二
某
所
由
也
。
祐
遍
曹
司
補
職
一
焉
。
（
割
注
略
）

○
（
弘
長
二
年
六
月
）
十
五
日
。
第
五
十
九
執
行
検
行
法
橋
上
人
位
祐
遍
拝
堂
。
（
割
注
略
）
古
牒
云
。
此
拝
堂
之
時
。
不
レ
開
二
御
影
堂
内
陳
之
扉

音
疋
所
謂
衆
中
再
逐
二
某
所
乏
騒
動
。
故
舛
之
徒
相
挙
而
不
レ
肯
レ
渡
二
堂
社
之
鎗
一
也
。

又
、
『
野
峯
名
徳
伝
』
巻
下
（
大
日
本
仏
教
全
書
一
〇
六
）
　
に
は
、

○
真
桝
。
州
之
名
手
人
也
。
才
悟
行
陵
。
風
韻
遠
臭
。
住
二
十
輪
院
パ
山
中
八
傑
之
一
也
。
編
述
之
書
。
学
者
往
々
照
焉
。
世
不
レ
侍
可
レ
惜
哉
。

正
元
元
年
。
補
二
検
校
パ
弘
長
元
年
八
月
滅
。

と
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
真
弁
は
、
高
野
山
八
傑
の
一
で
字
は
琳
光
と
言
い
、
十
輪
院
に
住
し
た
（
『
略
注
』
の
上
巻
外
題
右
「
内
題
性
霊
集
略

注
（
割
注
右
）
十
輪
院
真
墾
割
注
左
）
作
二
之
内
」
（
朱
書
）
と
あ
る
に
適
う
）
。
生
没
未
詳
乍
ら
、
正
元
元
年
（
一
二
五
九
）
第
五
十
六
代
高
野
山
検
校
に
補
し
、

（15）

一
時
職
を
停
止
せ
ら
れ
る
が
、
弘
長
二
年
（
一
二
六
二
）
第
五
十
八
代
検
校
に
還
補
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

又
、
高
山
寺
古
文
書
第
三
部
六
五
「
神
護
寺
置
文
案
」
（
嘉
禄
三
年
五
月
）
の
署
名
に
「
大
法
師
真
舛
」
と
見
え
る
が
、
同
一
人
物
で
あ
る
か

（16）

ど
う
か
は
未
詳
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
の
他
、
櫛
田
良
洪
『
真
言
密
教
成
立
過
程
の
研
究
』
（
昭
4
8
・
山
喜
房
仏
書
林
）
に
も
、

○
こ
の
覚
海
の
門
下
に
四
哲
を
出
し
、
法
性
・
道
範
・
尚
詐
・
真
弁
の
四
人
を
生
ん
だ
事
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
中
に
も
法
性
と
道
範
と

慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
『
性
霊
集
略
注
』
出
典
致
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三
八

は
最
も
有
名
な
人
で
あ
る
。
こ
の
道
範
と
相
並
ん
で
覚
海
に
受
学
し
た
桜
池
院
恵
深
の
門
下
に
三
蔵
院
覚
和
が
あ
り
、
十
輪
院
真
弁
に
は

大
楽
院
信
日
が
あ
る
。
そ
の
信
日
の
弟
子
に
信
堅
・
玄
海
等
が
続
出
し
て
、
野
山
の
八
傑
と
名
づ
け
ら
れ
る
人
達
も
出
た
。
こ
れ
ら
の
人

が
古
義
教
学
の
思
想
を
代
表
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
（
第
二
編
中
古
の
真
言
密
教
の
成
立
過
程
第
六
章
関
東
に
於
け
る
東
密
の
展
開
0
古
義
教
学

の
弘
通
）

と
し
て
、
古
義
教
学
の
思
想
を
代
表
す
る
人
物
の
一
と
説
か
れ
て
い
る
。

右
の
十
輪
院
真
弁
と
大
楽
院
信
日
と
の
関
係
は
、
後
述
の
如
く
、
類
衆
名
義
抄
流
伝
の
上
で
も
大
き
な
意
味
を
持
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
の

で
あ
っ
て
、
注
目
に
値
す
る
。

一
方
、
性
霊
集
に
関
す
る
口
伝
を
真
弁
に
授
け
た
覚
蓮
房
聖
範
は
、
．
醍
醐
寺
本
性
霊
集
に
、

○
読
覚
蓮
房
阿
闇
梨
本
。
重
以
讃
本
付
異
説
合
朱
墨
書
之
。
」
承
安
二
年
五
月
廿
三
日
。
奉
仰
点
進
弾
。
」
正
大
弼
従
四
位
下
兼
行
讃
岐
介
藤

原
朝
臣
敦
周
。
（
巻
第
一
奥
書
）

○
貞
応
第
二
歳
仲
秋
下
旬
候
。
引
合
勘
注
読
。
覚
蓮
房
阿
闇
梨
託
。
或
訪
西
郊
学
窓
。
或
挙
南
山
禅
嘱
。
久
送
数
廻
之
暦
。
適
終
一
返
之
功

臭
。
」
末
資
隆
澄
。
（
巻
第
十
奥
書
）

ノ
と
あ
り
、
こ
の
本
の
所
拠
原
本
と
推
定
さ
れ
る
内
藤
本
（
内
藤
湖
南
旧
蔵
・
武
田
鋭
太
郎
氏
所
蔵
）
の
巻
第
十
の
奥
書
に
も
、
右
と
ほ
ぼ
同
じ
文

を
記
し
て
お
り
、
実
際
に
性
雲
集
を
訓
じ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
訓
法
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
既
に
小
林
芳
規

『
酢
飯
糎
綿
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』
第
六
章
第
二
節
博
士
家
学
者
の
関
係
せ
る
仏
書
の
訓
法
（
昭
聖
東
京
大
学
出
版
会
）
に
詳
し
く

論
ぜ
ら
れ
た
所
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
覚
蓮
房
聖
範
は
、
性
霊
集
本
文
の
訓
読
と
注
釈
の
結
果
を
今
日
に
伝
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
。

次
に
、
『
略
注
』
の
内
容
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
行
う
。

『
略
注
』
の
上
巻
は
、
第
一
巻
（
一
オ
～
二
二
オ
）
と
し
て
性
霊
集
本
文
の
序
と
巻
第
一
の
内
容
を
収
め
、
第
二
巻
注
（
二
二
ウ
～
三
八
オ
）



は
巻
第
二
、
第
三
巻
注
（
三
八
ウ
～
四
六
ウ
）
は
巻
第
三
、
第
四
巻
注
（
四
七
オ
～
六
四
ウ
）
は
巻
第
四
、
巻
第
五
注
（
六
五
オ
～
七
五
オ
）
は
巻

第
五
の
本
文
の
字
句
に
つ
い
て
注
釈
を
施
し
て
い
る
。
下
巻
は
続
い
て
第
六
巻
（
一
オ
～
一
三
ウ
）
l
l
l
l
l
l
l
l
巷
第
六
、
第
七
巻
注
（
一
四
オ
～
二
六

ウ
T
－
巻
第
七
、
第
八
巻
私
注
（
二
七
オ
～
四
四
オ
）
　
－
　
巻
第
八
、
第
九
巻
私
注
（
四
四
ウ
～
五
四
オ
3
）
　
－
　
巻
第
九
、
第
十
巻
私
注
（
五

四
オ
～
六
四
オ
3
）
・
1
巻
第
十
、
の
如
く
で
あ
る
。

被
注
釈
の
字
句
は
、
概
ね
性
霊
集
所
収
詩
文
の
本
文
の
順
に
従
う
も
の
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
、
序
の
冒
頭
部
の
場
合
、

③

－

1

1

㈲

l

遍
照
発
揮
性
霊
集
序

②
　
－

西
山
禅
念
沙
門
真
済
撰
集

（
山
T
l
l
l
l
l
l
l
l
l
　
④
　
－

余
少
中
也
頗
貴
先
氏
之
風
。
志
学
之
後
。
楽
寂
歴
而
不
屑
此
事
。
仰
幽
人
之
幽
行
。
耽
大
道
之
大
妙
。
麦
有
一
上
人
。
号
日
大
遍
照
金
剛
。

郡
鮎
酎
之
春
秋
。
酢
鮎
酎
妻
l
。
遂
則
檀
那
刺
弾
慕
超
然
遠
野
出
俗
人
真
。
去
偽
得
㍉
暦
巌
媚
は
美
。
神
木
霊

⑭
－
－
－

草
之
区
。
耳
目
所
経
。
未
普
不
究
。
毎
歎
日
。
授
業
彫
落
久
。
龍
両
得
何
春
。
吾
生
之
愚
。
憑
誰
帰
源
。
但
法
有
在
。
起
予
是
天
。
（
以
下

略
）

①
～
⑰
が
被
注
字
句
で
、
こ
の
順
で
注
釈
さ
れ
て
ゆ
く
。
右
の
②
・
③
・
⑥
の
如
く
若
干
の
先
後
は
ま
ま
認
め
ら
れ
る
。

又
、
醍
醐
寺
本
（
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
本
）
に
拠
っ
て
、
本
文
と
被
注
字
句
と
を
対
応
さ
せ
て
み
る
と
、
上
巻
の
末
部
の
「
動
天
感
神

者
」
云
々
（
七
四
ウ
1
1
）
は
、
巻
第
五
㈹
為
橘
学
生
与
本
国
使
啓
一
首
の
「
頗
有
動
天
。
感
神
之
能
臭
。
」
に
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

こ
れ
が
㈲
為
藤
大
使
輿
潮
海
王
子
書
一
首
の
本
文
に
対
す
る
注
に
後
置
さ
れ
て
お
り
順
序
が
逆
に
な
っ
て
い
る
こ
と
．
が
注
意
さ
れ
る
。
又
、

奥
書
（
七
五
オ
）
の
後
に
、
「
他
人
之
姑
哉
」
云
々
（
七
五
ウ
）
と
あ
る
の
は
、
序
の
最
後
の
字
句
「
誰
称
他
人
括
哉
。
」
の
注
に
相
当
す
る
。

上
巻
で
は
、
巻
第
四
㈹
奉
献
雑
書
迩
状
一
首
の
本
文
に
つ
い
て
の
注
は
記
さ
れ
な
い
。

下
巻
で
は
、
醍
醐
寺
本
巻
第
八
の
㈹
為
忠
延
師
先
批
講
理
趣
経
表
白
文
一
首
、
㈹
講
演
仏
経
報
四
恩
徳
表
白
一
首
、
㈹
為
先
師
講
釈
梵
網

経
表
白
一
首
、
⑲
二
嶋
大
夫
為
亡
息
女
書
写
供
養
法
花
経
講
説
表
白
文
一
首
の
詩
文
に
相
当
す
る
注
が
、
㈹
1
個
1
個
1
㈹
の
順
に
配
さ
れ

慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
『
性
霊
集
略
注
』
出
典
致
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
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四
〇

て
い
る
。
こ
れ
は
、
『
略
注
』
の
拠
っ
た
本
文
が
大
系
本
の
底
本
た
る
醍
醐
寺
本
と
は
異
な
る
、
高
野
板
な
ど
の
本
文
に
従
っ
た
為
で
あ
ろ
う

と
考
え
ら
れ
る
。
下
巻
で
は
、
巻
第
六
個
藤
大
使
中
納
言
為
亡
児
設
斎
願
文
、
巻
第
八
個
有
人
為
先
舅
修
法
事
原
文
、
㈱
勧
進
奉
造
仏
塔
知

）

識
書
一
首
、
巻
第
九
㈹
宮
中
真
言
院
正
月
御
修
法
奏
状
一
首
、
些
高
野
建
立
壇
場
結
界
啓
白
文
一
首
、
巻
第
十
1
0
9
後
夜
間
彿
法
僧
鳥
、
の
本

（17）

文
に
関
す
る
注
が
記
さ
れ
な
い
。

（18）

扱
、
最
後
に
こ
の
項
で
は
本
書
の
注
釈
形
式
に
つ
い
て
記
す
こ
と
と
す
る
。

『
略
注
』
の
注
釈
形
式
は
、
「
A
者
B
也
」
を
基
本
型
と
し
、
性
霊
集
の
漢
文
本
文
の
字
句
（
＝
A
）
に
つ
い
て
、
注
解
（
H
B
）
を
加
え
る
も

の
で
あ
る
。

被
注
字
句
A
部
に
つ
い
て
は
、
先
述
の
如
く
概
ね
漢
文
本
文
の
順
で
あ
る
が
、

〇
八
秋
七
戎
者
九
夷
八
次
七
戎
六
蛮
云
々
（
上
六
六
オ
7
）

な
ど
は
、
性
霊
集
巻
第
五
個
為
大
使
輿
福
州
観
察
使
書
一
首
中
の
「
州
別
雲
会
膝
歩
高
量
。
廿
戎
l
霧
合
稽
顛
親
閲
。
」
の
対
句
の
対
応
す
る
字

句
を
ま
と
め
て
注
解
を
下
し
て
お
り
、
か
よ
う
な
事
例
も
存
す
る
。
又
、

○
淵
裾
者

林
点
者
　
　
　
（
上
三
〇
オ
7
・
8
）

（
巻
第
二
個
大
和
州
益
田
池
碑
銘
・
序
中
の
「
湘
猟
祭
魚
榊
矧
友
晴
」
の
字
句
）

の
如
く
、
「
A
者
」
と
あ
っ
て
注
解
部
B
の
存
し
な
い
例
も
散
見
す
る
。

注
解
部
B
に
つ
い
て
は
、
「
A
者
」
の
後
、
Ⅲ
「
　
－
ニ
（
云
）
」
と
し
て
出
典
を
明
示
し
以
下
に
そ
の
文
言
を
引
載
す
る
、

こ

○
志
学
者
論
語
二
日
ク
子
ノ
日
吾
十
有
五
二
シ
テ
而
志
子
学
一
（
上
一
オ
6
）

の
如
き
形
式
と
、
㈱
直
ち
に
「
　
－
　
也
」
と
注
を
下
す
形
式
と
が
存
す
る
。

○
気
質
者
文
ノ
花
賛
也
（
上
五
オ
4
）



川
の
引
載
さ
れ
た
文
言
は
、
中
に
、

ス

テ

、

　

　

　

　

　

ヲ

ノ

フ

。
域
中
近
智
者
文
選
天
台
山
賦
日
釈
域
中
之
常
恋
瘍
超
然
之
高
情
宝
々
（
上
；
9
）

○
鸞
鳳
考
典
略
云
鸞
ハ
神
霊
之
精
也
文
（
上
〓
ウ
6
）

の
如
く
、
「
云
々
」
や
「
文
」
で
結
ば
れ
る
形
式
が
あ
る
。

恥
の
形
式
で
は
、
「
　
－
　
義
也
」
、
「
　
－
　
貝
也
」
の
表
現
形
式
が
よ
く
使
用
さ
れ
、

○
清
塵
者
申
大
師
御
威
儀
義
也
（
上
二
ウ
1
0
）

○
零
々
者
雲
之
聾
貝
也
　
（
上
一
三
オ
8
）

の
如
く
で
あ
る
。
他
に
、

○
降
年
者
報
年
云
也
　
（
上
二
二
オ
4
）

〇
人
瓶
中
子
者
在
阿
育
王
経
一
阿
奴
迦
王
ノ
時
ノ
沙
弥
事
也
（
上
三
三
ウ
7
）

の
「
－
　
云
也
」
・
「
l
l
l
l
l
l
l
l
車
也
」
の
形
式
も
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
㈱
の
形
式
の
場
合
は
、

○
龍
両
者
龍
花
樹
之
花
也
謂
膵
生
経
（
上
二
オ
2
）

の
如
く
、
注
の
後
に
出
典
名
を
添
え
る
こ
と
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
Ⅲ
の
形
式
と
価
の
形
式
と
を
合
せ
た
、
佃
T
l
l
l
】
也
」
と
注
解
を
下
し
て
か
ら
、
「
－
　
二
日
」
と
し
て
出
典
よ
り
文
言
を
引
載

す
る
形
式
も
存
し
、
こ
れ
が
最
も
詳
し
い
注
釈
の
形
式
と
な
っ
て
い
る
。

〇
三
略
者
上
略
中
略
下
略
也
　
文
選
云
張
長
受
テ
黄
石
之
符
づ
諦
三
略
之
説
づ
注
云
黄
石
者
神
大
也
（
上
一
六
ウ
2
）

本
書
の
注
釈
の
形
式
は
、
細
か
く
観
察
す
る
と
、
他
に
も
い
く
つ
か
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
存
す
る
け
れ
ど
も
、
類
型
と
し
て
把
握
し

得
る
基
本
的
な
表
現
形
式
は
凡
そ
叙
上
の
如
く
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

但
し
、
右
の
他
に
、
一
字
下
げ
で
「
今
案
」
と
書
き
出
し
て
、
私
見
を
提
示
し
た
り
、
二
、
三
字
分
空
白
を
お
い
て
、
「
私
人
之
」
と
記
し

慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
『
性
霊
集
略
注
』
出
典
致



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

て
注
を
添
加
す
る
形
式
の
存
す
る
こ
と
は
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

以
上
、
『
略
注
』
の
内
容
に
関
す
る
略
説
・
補
足
説
明
を
試
み
た
次
第
で
あ
る
。

四
二

二
、
出
典
の
検
討

前
項
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
『
略
注
』
に
は
、
先
行
の
請
書
よ
り
の
文
言
が
極
め
て
多
く
引
載
さ
れ
て
い
る
。
性
霊
集
注
釈
史
に
於
け
る
『
略

注
』
の
性
格
究
明
の
為
に
そ
の
引
用
書
の
検
討
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
加
え
て
、
『
略
注
』
成
立
に
係
る
背
景
、
即

ち
当
時
の
教
学
の
態
度
を
こ
れ
に
よ
っ
て
窺
知
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
か
も
知
れ
な
い
し
、
又
、
請
書
が
い
か
よ
う
に
流
伝
し
利
用
さ
れ

た
か
を
知
る
上
で
も
こ
の
検
討
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
は
意
味
が
あ
る
と
思
う
。
今
日
そ
れ
が
散
供
し
た
書
で
あ
っ
た
り
、
古
写
本
の
伝
存

し
な
い
書
物
で
あ
っ
た
り
し
た
場
合
に
は
、
・
尚
更
重
要
と
な
ろ
う
。
『
略
注
』
に
引
用
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
典
籍
に
つ
い
て
、
諸
本
（
含
訓
点

本
）
を
見
較
べ
な
が
ら
対
照
さ
せ
て
ゆ
く
こ
と
に
よ
り
、
諸
書
の
引
用
態
度
は
次
第
に
明
ら
か
に
な
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
項
で
は
、

そ
の
一
階
梯
と
し
て
出
典
文
献
の
概
要
を
把
握
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

前
項
に
於
け
る
『
略
注
』
の
注
釈
形
式
B
m
・
㈹
「
1
日
（
云
）
」
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
引
用
書
名
、
加
え
て
、
㈲
T
1
1
也
」
に
添
え

ら
れ
た
書
名
の
数
は
移
し
い
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
ま
ず
整
理
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
出
典
と
し
て
明
示
さ
れ
た
文
献
を
、
㈲
外
典
、
⑱
内

典
、
の
辞
書
・
音
義
の
類
に
大
別
し
て
集
計
し
、
各
項
毎
に
気
付
い
た
点
を
記
す
こ
と
と
す
る
。

軸
外
典

聖
教
以
外
の
、
所
謂
外
典
に
つ
い
て
引
用
回
数
の
多
い
出
典
か
ら
順
に
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
（
出
典
名
下
の
数
字
は
引
用
回
数
）
。

文
選
（
並
注
）
m
／
論
語
（
並
注
疏
）
6
3
／
毛
詩
（
並
箋
注
）
4
4
／
史
記
（
並
注
）
2
5
／
礼
記
（
並
注
、
正
義
）
2
3
／
周
易
（
「
易
」
と
も
）
1
5
／

荘
子
（
並
注
）
1
4
／
劉
子
1
4
／
尚
書
（
並
注
）
1
3
／
港
南
子
（
並
注
）
9
／
孝
経
（
並
注
）
8
／
後
漢
書
8
／
周
礼
（
並
注
）
8
／
老
子
経
（
並

注
）
8
／
文
集
6
／
李
疇
詩
（
並
注
）
6
／
顔
氏
家
訓
（
「
顔
氏
」
・
「
家
訓
」
）
5
／
初
学
記
（
並
注
）
5
／
時
務
策
5
／
帝
王
世
記
5
／
漢
書



4
／
山
海
経
4
／
尺
霊
賓
年
代
層
（
「
釈
霊
賓
」
と
も
）
4
／
拾
遺
記
4
／
晋
書
4
／
東
観
漠
記
4
／
白
虎
通
（
並
注
）
4
／
抱
朴
子
4
／
古

文
孝
経
3
／
世
説
3
／
爾
雅
（
並
注
）
3
／
典
言
（
並
注
）
3
／
自
民
六
帖
3
／
孟
子
3
／
列
子
3
／
漠
武
故
事
2
／
虞
雅
2
／
西
京
雑
記

2
／
周
書
2
／
春
秋
2
／
春
秋
左
氏
伝
（
「
左
伝
」
・
「
左
子
」
）
　
2
／
春
秋
伝
（
未
考
）
　
2
／
臣
軌
2
／
神
仙
伝
2
／
天
台
山
賦
2
／
東
方
朔

十
州
記
2
／
博
物
志
2
／
免
薗
策
天
地
部
2
／
呂
氏
春
秋
2
／
姜
氏
春
秋
1
／
逸
士
伝
1
／
運
命
論
（
「
李
斎
遠
　
－
　
」
）
　
1
／
質
誼
新
書

1
／
家
語
1
／
翰
苑
漠
武
帝
部
1
／
韓
詩
1
／
顔
師
古
注
1
／
漢
武
帝
内
伝
1
／
関
令
声
喜
内
伝
1
／
親
書
1
／
貌
徴
策
1
／
勉
材
文
苑

1
／
鏡
中
集
1
／
曲
水
序
（
「
王
元
長
　
－
　
」
）
1
／
琴
操
1
／
孔
叢
子
1
／
孝
子
伝
1
／
五
運
図
1
／
五
経
通
義
1
／
古
今
策
隷
文
体
1
／

載
記
1
／
三
五
記
1
／
三
国
名
臣
序
賛
1
　
（
「
蓑
彦
伯
　
－
　
」
）
／
三
斉
略
記
1
／
三
輔
黄
図
1
／
釈
名
1
／
祥
記
1
／
苛
志
1
／
事
類
賦

1
／
人
民
蒙
求
1
／
説
苑
1
／
誠
子
拾
遺
酒
誠
第
1
／
千
字
文
1
／
楚
辞
1
／
鋼
玉
集
1
／
朝
野
愈
載
1
／
鄭
世
家
1
／
唐
令
1
／
風
俗

通
1
／
南
越
志
1
／
日
本
紀
1
／
（
李
幡
）
百
詠
1
／
符
子
1
／
本
草
1
／
楊
子
法
（
言
）
1
／
励
志
詩
（
「
張
茂
光
　
－
　
」
）
1
／
鷹
山
記
1
／

列
仙
伝
1
／
録
異
伝
1

外
典
に
つ
い
て
見
た
場
合
、
九
九
種
に
の
ぼ
る
莫
大
な
数
の
典
拠
名
が
示
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
、
文
選
か
ら
の
引
用
が
最
も
多
く
、
次

い
で
、
論
語
・
毛
詩
・
史
記
・
礼
記
と
続
く
。
文
選
の
場
合
、
「
文
選
云
」
と
し
て
引
く
以
外
に
、
「
王
元
長
曲
水
序
」
　
（
＝
文
選
第
四
十
六
巻
・

序
）
・
「
衰
彦
伯
三
国
名
臣
序
賛
」
　
（
＝
文
選
第
四
十
七
巻
・
賛
）
・
「
李
茄
遠
運
命
論
」
　
（
＝
文
選
第
五
十
三
巻
・
論
）
な
ど
の
如
く
詩
題
の
み
掲
げ

て
そ
の
文
言
を
引
用
す
る
場
合
が
あ
っ
て
（
右
で
は
別
に
掲
げ
て
あ
る
）
、
こ
れ
ら
を
加
え
る
と
さ
ら
に
他
の
漢
籍
を
凌
駕
す
る
。
又
、
論
語
は

（19）

注
を
引
く
こ
と
多
く
（
内
二
十
例
）
、
中
に
　
「
孔
安
国
」
・
「
馬
融
」
の
名
を
挙
げ
て
引
く
例
も
存
す
る
。
以
上
の
如
く
、
外
典
で
は
中
国
の
代

表
的
な
古
典
を
引
く
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
国
書
と
し
て
日
本
書
紀
の
引
用
が
存
す
る
こ
と
は
注
意
し
て
お
き
た
い
。

㈱
内
典
（
含
仏
教
関
係
書
）

聖
傲
類
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

大
般
淫
楽
経
1
0
／
西
域
記
9
／
智
度
論
（
「
智
論
」
・
「
大
智
論
」
と
も
）
8
／
高
僧
伝
7
／
大
日
経
疏
7
／
法
華
経
7
／
花
厳
経
5
／
尺
氏
要

慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
『
性
霊
集
略
注
』
出
典
致
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四
四

覧
4
／
弁
正
論
4
／
経
律
異
相
3
／
仁
王
経
3
／
潅
頂
経
2
／
倶
舎
（
論
）
2
／
金
剛
般
若
経
2
／
最
勝
王
経
2
／
慈
恩
伝
2
／
尺
迦
諸

2
／
十
一
面
儀
軌
2
／
心
地
観
経
2
／
千
手
経
2
／
続
高
僧
伝
2
／
秘
蔵
記
2
／
誓
喩
経
2
／
理
遜
尺
2
／
阿
育
王
経
1
／
優
墳
王
経

l
／
孟
関
盆
経
1
／
空
寂
所
門
経
（
空
寂
菩
薩
所
閉
経
）
1
／
花
厳
十
佳
品
1
／
花
厳
綱
目
1
／
玄
賛
（
法
華
経
玄
賛
）
1
／
劫
章
疏
1
／
五

教
章
l
／
御
請
来
（
目
録
）
1
／
金
光
明
経
1
／
（
真
言
付
法
）
纂
要
（
抄
カ
）
1
／
（
三
教
）
指
帰
1
／
慈
氏
菩
薩
法
1
／
地
蔵
儀
軌
1
／

修
禅
要
決
1
／
須
弥
四
域
経
1
／
十
訴
律
1
／
十
二
遊
経
1
／
常
暁
律
師
録
1
／
貞
元
録
1
／
浄
飯
王
泥
恒
経
1
／
浄
名
経
1
／
新
誓
喩

経
l
／
随
願
往
生
経
1
／
増
一
経
1
／
雑
宝
蔵
経
1
／
大
集
経
1
／
大
荘
厳
論
1
／
大
日
経
1
／
大
日
経
尺
1
／
大
般
若
経
1
／
（
華
厳

経
）
探
玄
記
1
／
天
台
補
注
1
／
南
山
尺
1
／
八
字
経
1
／
彼
岸
斉
法
成
道
経
1
／
悲
花
経
1
／
百
法
（
論
）
抄
1
／
廣
頭
慮
突
羅
閣
為
優

陀
延
王
説
法
経
1
／
付
法
伝
1
／
報
恩
経
1
／
法
苑
珠
林
1
／
方
等
陀
羅
尼
経
1
／
菩
薩
本
行
経
1
／
法
花
玄
義
1
／
梵
網
経
1
／
摩
郡

女
経
1
／
明
宿
願
果
報
経
1
／
弥
勤
下
生
経
1
／
維
「
（
摩
）
詰
（
所
説
）
経
1
／
立
世
経
1
／
未
曽
有
経
1
／
玉
玉
（
瑠
璃
）
（
王
）
経
1
／

六
度
（
集
）
経
1

内
典
は
、
外
典
に
比
し
て
引
用
度
数
が
低
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
外
典
が
九
九
種
五
三
二
回
も
引
用
さ
れ
る
の
に
対
し
、
内
典
は
七
九
種

一
四
八
回
と
下
回
る
の
で
あ
る
。
内
典
に
あ
っ
て
は
、
大
般
浬
架
経
・
大
唐
西
域
記
・
大
智
度
論
・
高
僧
伝
・
法
華
経
・
大
日
経
疏
な
ど
の

引
用
が
比
較
的
多
い
よ
う
で
あ
る
。
又
、
三
教
指
帰
・
付
法
伝
・
請
来
目
録
な
ど
空
海
撰
述
書
も
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
の

よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
注
目
に
催
し
ょ
う
。

回
辞
書
・
音
義

玉
篇
3
2
（
「
玉
」
堕
「
玉
篇
」
1
3
）
／
虞
韻
2
（
「
廣
」
1
、
「
廣
韻
」
1
）
／
一
切
経
音
義
玄
応
1
／
宋
韻
1

㈲
・
㈱
の
他
、
字
義
・
音
に
つ
い
て
注
解
す
る
の
辞
書
・
音
義
の
類
も
右
の
如
く
引
用
さ
れ
て
い
る
。

尚
、
こ
れ
ら
㈲
・
⑧
・
脇
の
そ
れ
ぞ
れ
が
直
接
引
用
か
間
接
引
用
か
と
い
っ
た
問
題
に
加
え
て
、
「
戎
本
」
・
「
或
抄
」
・
「
或
説
」
な
ど
の
引

用
も
見
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
未
考
護
で
あ
る
。



か
よ
う
に
未
詳
の
も
の
も
多
く
、
更
に
見
落
し
の
多
か
ら
ん
こ
と
を
恐
れ
る
。
又
、
具
体
的
に
個
々
の
文
献
の
引
用
態
度
に
つ
い
て
は
言

及
し
得
な
か
っ
た
の
で
、
今
後
の
課
題
と
す
べ
き
問
題
点
が
山
積
し
て
い
る
が
、
以
上
が
『
略
注
』
に
明
示
さ
れ
た
出
典
文
献
の
概
要
で
あ

る
。と

こ
ろ
で
、
右
の
他
、
怪
霊
集
本
文
中
の
漢
字
の
字
義
や
反
切
・
和
訓
に
つ
い
て
注
解
す
る
も
の
の
中
に
、
典
拠
名
を
示
さ
ず
に
引
載
し

て
い
る
例
が
散
見
す
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
は
、
㈹
字
義
・
反
切
を
示
す
例
と
、
回
和
訓
を
中
心
に
記
載
す
る
例
の
二
類
に
分
け
ら
れ
る
。

こ
の
う
ち
、
川
の
例
は
十
二
例
を
数
え
る
が
、
こ
れ
ら
は
上
巻
の
第
一
巻
一
二
丁
ま
で
に
集
中
し
て
出
現
し
て
い
る
。

結
論
的
に
言
っ
て
、
こ
れ
ら
は
、
宋
本
玉
第
の
一
本
か
ら
の
引
用
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
今
、
沢
存
堂
本
『
大

鹿
益
合
玉
篇
』
　
（
中
華
書
局
一
九
八
七
）
　
に
よ
っ
て
比
較
対
照
し
て
み
る
と
、
次
の
如
く
一
致
す
る
所
の
多
い
こ
と
を
知
る
。

①
摘
（
割
注
右
）
多
革
切
拓
（
割
注
左
）
果
樹
密
（
上
一
オ
8
）
［
青
襟
嘲
椀
林
之
春
秋
（
1
5
1
・
8
）
］
／
摘
〈
割
注
右
）
多
革
切
拓
果
（
割
注
左
〉
樹
貸
地
二
円
」
（
割
注
右
）
指
近
（
割
等
之
也
（
上

五
十
九
右
）

※
最
初
に
『
略
注
』
の
例
を
掲
げ
（
括
弧
内
は
所
在
を
表
す
）
、
［
　
］
は
被
注
字
を
含
む
性
霊
集
本
文
を
大
系
本
に
拠
っ
て
示
し
（
括
弧
内

は
頁
・
行
）
、
／
印
以
下
、
沢
存
堂
本
の
対
応
箇
所
を
掲
げ
る
。
以
下
同
。

②
拓
（
割
注
右
）
取
也
（
割
注
左
〉
拾
也
（
上
一
オ
8
）
［
ナ
シ
。
①
注
文
ノ
「
拓
」
字
ヲ
注
セ
ル
カ
。
］
／
嘩
割
注
右
乏
石
切
取
〈
割
注
左
）
也
拾
也
拓
（
割
注
右
〉
同
上
又
〈
割
注
左
）
他
各
切
（
上

五
十
九
左
）

③
献
（
割
注
右
）
以
周
切
（
割
注
左
）
謀
也
遺
也
（
上
一
ウ
1
1
）
［
慕
超
然
遠
酬
（
1
5
1
・
9
）
］
／
猶
（
割
注
右
）
以
周
切
援
属
也
猶
隷
不
定
也
（
割
注
左
）
尚
也
可
也
詐
也
言
也
又
以
救
切
猷
（
割
注
右
）
余

周
切
圃
也
（
割
注
左
）
亦
輿
猶
同
（
下
二
十
八
右
）

④
琴
割
注
右
）
休
己
切
（
割
茎
達
也
（
上
一
ウ
1
1
）
［
夏
l
巌
裕
渓
之
美
（
1
5
1
・
9
）
］
／
畢
割
注
右
）
誹
政
霞
見
二
切
深
遠
（
割
注
左
）
也
説
文
云
営
求
也
（
上
四
十
五
左
）

⑤
蕎
（
割
注
右
〉
以
灼
切
〈
割
注
左
）
楽
器
似
笛
（
上
三
オ
8
）
　
［
ナ
シ
。
同
行
ニ
「
玉
云
頼
（
割
注
右
）
力
大
切
〈
割
注
左
）
三
孔
蕎
」
ト
ア
ル
注
文
ノ
字
ノ
注
力
」
／
琴
割
砦
）
以
灼
切

楽
（
割
注
左
）
器
似
笛
　
（
中
三
十
七
左
）

慶
応
義
塾
図
書
館
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『
性
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⑥
啄
（
割
碧
）
竹
角
切
（
割
H
址
左
）
烏
立
丁
木
切
（
上
四
ウ
3
）
［
啄
嘲
難
奔
獣
之
鮎
（
1
5
3
・
1
6
）
］
／
啄
（
割
注
右
）
丁
角
切
鳥
食
（
割
注
左
〉
也
又
丁
木
切
（
上
五
十
一
右
）

⑦
嘩
割
注
右
〉
詞
横
切
（
割
H
童
又
－
也
（
上
四
ウ
3
）
　
［
ナ
シ
。
依
拠
シ
タ
玉
第
二
於
ケ
ル
⑥
「
啄
」
字
ノ
次
ノ
掲
出
字
ナ
ル
カ
、
但
シ
、
沢
存
堂
本
デ
ハ

不
然
。
］
／
曝
割
注
右
詔
検
切
口
頓
左
氏
〈
割
注
左
）
侍
目
深
日
而
循
曝
（
上
四
十
八
右
）

⑧
弘
澄
（
割
注
右
）
上
於
紘
切
水
深
也
（
割
注
左
）
下
直
庚
切
水
措
定
也
（
上
四
ウ
1
1
）
［
池
鏡
融
薗
含
日
曜
（
嬰
2
）
］
／
払
（
割
砦
）
於
紘
切
〈
割
注
左
京
深
也
（
中
七
十
一
右
）
激

（
割
注
右
）
直
陵
切
説
（
割
注
左
）
文
日
清
也
（
中
略
）
澄
（
割
注
右
）
同
（
割
注
左
）
上
　
（
中
七
十
一
左
）

⑨
衝
揚
（
割
注
右
上
尺
容
切
富
也
（
割
注
左
）
向
也
突
也
下
興
章
切
撃
也
（
上
五
オ
1
）
［
気
質
蘭
矧
（
1
5
5
・
2
）
］
／
衡
〈
割
注
右
）
歯
龍
切
交
通
也
〈
割
注
左
）
向
也
突
地
動
也
衝
（
割
注
右
）
同
（
割
注

左
上
．
（
上
九
十
五
右
）
揚
（
割
注
右
｝
輿
章
切
（
割
注
左
）
撃
也
（
上
五
十
九
右
）

⑩
燥
（
割
H
琶
）
呼
換
切
（
割
墓
明
盛
（
上
五
オ
3
）
［
倒
乎
可
観
（
1
5
5
・
3
）
］
／
焼
（
剖
碧
）
呼
換
切
明
（
割
注
左
）
也
亦
作
奥
（
下
八
右
）

⑬
部
（
割
注
右
）
真
勇
切
河
南
洛
（
割
注
左
）
陽
北
土
山
上
邑
也
（
上
一
〇
オ
5
）
［
北
瑚
散
白
楊
（
1
6
1
・
8
）
］
／
印
（
割
注
右
）
美
音
切
河
南
洛
陽
（
割
芸
北
土
山
上
邑
也
（
上
二
十
右
）

⑬
琴
割
茎
秦
普
切
（
割
・
差
）
薄
籍
（
上
二
一
ウ
4
）
［
乾
坤
脛
矧
箱
（
1
6
3
・
8
）
］
／
籍
（
割
注
右
）
整
。
切
（
割
注
左
）
薄
籍
也
（
中
三
十
九
右
）

玉
第
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
そ
の
研
究
史
の
教
え
る
如
く
、
原
系
本
、
広
益
本
、
大
広
益
会
本
（
宋
本
・
元
本
・
明
本
）
　
の
如
き
種
別
の
あ

（20）

る
上
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
に
伝
本
が
複
数
存
し
、
加
え
て
、
蒙
隷
万
象
名
義
な
ど
の
問
題
も
絡
ん
で
極
め
て
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

右
の
比
較
も
、
略
主
一
致
を
み
る
も
の
の
厳
密
に
は
少
な
か
ら
ず
異
な
る
点
を
見
出
す
の
で
あ
っ
て
、
今
後
の
玉
篇
諸
本
の
精
密
な
系
統
研

究
の
進
展
を
侯
っ
て
補
正
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
痛
感
す
る
も
の
で
あ
る
。

尚
、
こ
れ
ら
①
～
⑫
の
宋
本
玉
篇
の
一
本
か
ら
の
引
用
と
思
わ
れ
る
諸
例
が
、
第
一
巻
一
二
丁
ま
で
に
集
中
し
て
出
現
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
こ
の
一
二
丁
以
降
、
「
玉
云
」
・
「
玉
篇
云
」
と
し
て
引
載
す
る
例
の
散
見
す
る
事
実
よ
り
推
し
て
、
恐
ら
く
、
当
初
（
即
ち
一
二
丁
ま

で
）
は
、
何
ら
か
の
理
由
で
一
々
出
典
名
を
記
さ
な
か
っ
た
も
の
を
こ
れ
以
降
方
針
を
変
更
し
、
他
の
引
用
文
献
と
同
様
記
す
よ
う
に
な
っ

た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

扱
、
次
に
、
回
の
和
訓
を
中
心
に
記
載
す
る
例
に
つ
い
て
は
、
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
類
衆
名
義
抄
か
ら
の
引
用
で
あ
る
と
判
ぜ
ら



れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
項
を
改
め
て
詳
し
く
論
ず
る
こ
と
と
し
た
い
。

ニ
「
　
『
略
注
』
に
引
用
さ
れ
た
類
果
名
義
抄

『
略
注
』
に
出
典
を
明
示
せ
ず
、
性
霊
集
本
文
の
字
に
つ
い
て
複
数
の
片
仮
名
和
訓
を
引
載
し
て
い
る
例
は
十
例
を
数
え
る
。

こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
、
改
編
本
系
の
類
衆
名
義
抄
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
疑
を
容
れ
な
い
所
で
あ
る
と
思
う
の
で
あ
っ
て
、
今
、

繁
を
厭
わ
ず
、
そ
の
記
事
を
す
べ
て
掲
げ
る
。

『
略
注
』
の
記
事
以
下
、
［
　
］
に
性
霊
集
本
文
（
大
系
本
）
の
対
応
箇
所
、
改
編
本
類
東
名
義
抄
の
伝
本
を
〔
観
〕
　
（
観
智
院
本
）
、
〔
高
〕
　
（
高

（21）

山
寺
本
）
、
〔
蓮
〕
　
（
蓮
成
院
本
）
、
〔
西
〕
　
（
西
念
寺
本
）
　
の
順
で
示
す
こ
と
と
す
る
。

タ
チ
マ
チ
こ

①
諷
々
者
風
貝
也
」
　
諷
　
（
割
注
右
）
ア
カ
ル
　
チ
ル
　
ス
ニ
　
フ
（
平
）
ク
（
上
）
（
割
注
左
）
シ
ナ
フ
　
サ
（
上
）
メ
（
上
）
ク
（
平
）
　
禾
サ
フ
（
上
二
二
オ
2
）
　
［
端
々
風
満
房
（
甲

6
）
］
／
〔
観
〕
諷
願
（
割
注
右
亮
合
（
反
）
　
タ
チ
マ
ナ
ニ
ア
カ
ル
　
テ
ル
　
ス
ニ
　
フ
（
平
）
ク
（
上
）
〈
割
注
左
）
シ
ナ
フ
　
サ
（
上
）
メ
（
上
）
ク
（
平
）
　
又
力
急
又
虚
含
又
送
谷
〈
反
〉
」
朔
禾
サ

フ
　
（
僧
下
五
二
4
・
5
）
　
※
（
反
）
は
原
文
の
「
反
」
の
略
字
（
そ
の
終
二
画
）
を
表
す
、
以
下
同
。
〔
高
〕
掲
出
字
相
当
箇
所
欠
（
以
下
、
単

に
欠
と
記
す
）
。
〔
蓮
〕
諷
願
（
割
注
右
）
先
合
（
反
）
　
タ
チ
マ
チ
ニ
ア
カ
ル
（
割
注
中
）
チ
ル
　
ス
ニ
　
フ
（
平
）
ク
（
上
）
　
シ
ナ
フ
　
サ
（
上
）
メ
（
上
）
ク
（
平
）
（
割
望
）
又
力
急
又
塵
含
又
送
谷

（
反
）
（
下
二
、
四
三
オ
5
）
　
〔
西
〕
欠
。

②
祁
々
者
甘
雨
貞
也
　
祁
（
割
注
右
）
マ
シ
フ
　
サ
（
上
）
カ
（
上
）
リ
（
上
）
オ
ツ
（
上
濁
）
（
割
注
左
）
シ
　
オ
。
ス
　
ヤ
ウ
　
ヤ
ク
（
上
二
二
オ
3
）
　
［
祁
祁
雨
伴
馳
（
1
7
9
6
）
］
／
〔
観
〕

祁
（
割
注
右
）
マ
シ
フ
　
サ
（
上
）
カ
（
上
）
リ
　
オ
。
ス
（
割
注
左
）
ヤ
ウ
ヤ
ク
（
法
下
八
6
）
　
〔
高
〕
欠
。
〔
蓮
］
欠
。
〔
西
〕
欠
。

③
魅
魅
者
小
鬼
也
　
魅
ハ
鬼
也
　
魅
着
物
精
」
也
玉
篇
見
木
魅
。
（
上
）
タ
（
上
）
マ
（
平
）
　
ス
タ
マ
　
ミ
（
上
）
ツ
（
上
濁
）
ハ
（
上
）
」
イ
エ
ノ
カ
ミ
　
禾
－
ミ
（
上
二

二
オ
5
）
　
［
魅
魅
媚
殺
人
（
望
7
）
］
／
〔
観
〕
魅
魅
（
割
注
右
）
今
正
蘇
　
ス
タ
マ
　
ミ
ツ
ハ
　
イ
へ
ノ
カ
ミ
（
割
注
左
菖
〈
昔
〉
婚
禾
云
ミ
（
平
）
勉
魅
古
今
木
魅
コ
（
平
）
タ
（
上
）

マ
（
平
）
（
僧
下
四
八
4
）
※
（
音
）
は
原
文
の
「
音
」
の
略
字
（
そ
の
初
二
画
）
を
表
す
、
以
下
同
。
〔
高
〕
欠
。
〔
蓮
〕
魅
彪
〈
割
注
右
二
右
傍
「
勉
」

字
）
々
正
棟
古
（
昔
）
媚
　
ス
タ
マ
（
割
注
左
）
ミ
ツ
ハ
　
イ
へ
ノ
カ
ミ
　
禾
ミ
勉
魅
（
割
注
右
）
古
々
〈
割
注
左
京
魅
。
（
平
）
タ
（
上
）
マ
（
平
）
（
下
二
、
四
一
ウ
5
）
　
〔
西
〕
欠
。
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四
八

④
荏
再
者
達
疾
也
張
茂
光
励
志
詩
日
」
日
与
月
与
荏
再
ト
シ
テ
代
謝
ス
云
々
」
－
（
上
濁
圏
）
－
（
上
濁
圏
）
Ⅰ
而
（
平
濁
）
枕
〈
平
）
文
ユ
タ
チ
マ
チ
　
ヤ

ワ
ラ
カ
ナ
リ
　
下
（
音
）
染
」
へ
＼
ラ
カ
ニ
シ
テ
　
ナ
ヲ
　
ナ
ソ
ー
　
ツ
キ
ハ
ヘ
タ
リ
　
シ
＼
ヤ
カ
ン
シ
テ
」
呉
人
音
）
尋
（
去
濁
）
染
（
平
）
（
上

二
六
オ
）
［
住
此
修
道
　
荏
再
四
祀
（
甲
1
6
）
］
／
〔
観
〕
荏
再
（
割
碧
）
上
而
（
平
濁
）
枕
（
上
）
〈
反
〉
エ
（
上
）
　
タ
チ
マ
チ
　
ヤ
バ
ラ
カ
ナ
リ
下
〈
音
〉
染
（
上
濁
）
　
へ
、
ヤ

カ
ニ
シ
テ
（
割
注
左
）
ナ
ヲ
　
ナ
ソ
ー
ー
ツ
キ
ハ
ヘ
タ
リ
　
シ
（
平
）
二
平
濁
）
ヤ
カ
ン
シ
テ
　
へ
（
平
）
二
平
）
ヤ
カ
ン
シ
テ
　
呉
（
音
）
尋
（
去
濁
）
染
（
平
濁
）
　
（
僧
上
三
四
3
）
　
〔
高
〕
欠
。

〔
蓮
〕
欠
。
〔
酉
〕
欠
。

⑤
伊
祁
者
尭
王
之
姓
也
　
祁
（
割
注
右
）
マ
シ
フ
　
サ
カ
リ
（
割
等
）
オ
ソ
シ
（
割
注
左
）
オ
。
ス
　
ヤ
ウ
ヤ
ク
（
上
五
三
オ
9
）
［
伊
祁
之
子
不
肖
聖
孝
（
挑
・
1
7
）
］
／
〔
観
〕

以
下
②
の
挙
例
の
通
り
。

⑥
済
柁
者
水
湛
真
也
」
－
－
（
割
注
右
）
上
普
傍
反
タ
、
フ
〈
合
〉
ア
マ
ネ
タ
〈
合
〉
ヒ
。
シ
〈
合
〉
ナ
カ
ル
〈
合
〉
〈
割
注
左
）
ヨ
ル
〈
合
〉
ワ
カ
ル
レ
〈
合
〉
　
ハ
ヒ
。
ル
〈
合
〉
ヒ
ハ
ッ
ク
〈
合
〉

ハ

7

・

リ

ソ
；
八
台
）
下
」
工
馳
－
－
水
多
白
二
下
五
オ
2
）
　
［
不
労
燕
舞
吠
檜
済
柁
（
2
2
5
7
）
］
／
〔
観
〕
傍
柁
〈
割
注
右
）
上
普
傍
〈
反
〉
下
〈
音
〉
馳
－
－
水
多
貞
タ
；
（
割
注

中
）
ア
マ
ネ
シ
　
ヒ
ロ
シ
　
ナ
カ
ル
　
ソ
、
ク
　
ヨ
ル
（
割
注
左
）
ワ
カ
レ
ル
　
シ
ル
ッ
ク
　
ハ
ヒ
。
ル
（
法
上
二
5
）
　
〔
高
〕
欠
。
〔
蓮
〕
済
〈
割
注
右
）
上
普
傍
反
　
タ
；
　
ア
マ
ネ
ク
　
ヒ
ロ

シ
　
ナ
カ
ル
（
割
注
中
）
ソ
さ
ク
　
ヨ
ル
ィ
　
ワ
カ
ル
　
ア
カ
ル
　
シ
ル
ッ
ク
（
割
注
左
）
ハ
ヒ
コ
ル
　
禾
ハ
ウ
下
（
音
）
馳
－
1
水
多
貝
（
中
一
、
一
ウ
3
）
　
〔
西
〕
欠
。

⑦
椀
〈
割
注
右
）
遊
建
反
ウ
ル
ハ
シ
ャ
バ
ラ
カ
ナ
リ
〈
割
注
左
）
シ
タ
カ
フ
ウ
。
カ
ス
　
カ
サ
ナ
ル
　
ウ
ツ
タ
シ
フ
」
〈
割
注
右
）
メ
タ
ル
〈
割
注
左
）
マ
（
上
）
ケ
（
平
濁
）
テ
．
（
下
七
オ
7
）
［
ナ
シ
。
『
略

注
』
ノ
「
梵
曲
者
」
以
下
ノ
注
文
ニ
「
哀
娩
」
ア
リ
（
下
七
オ
5
）
、
之
二
注
セ
ル
カ
。
］
／
〔
観
〕
　
－
娩
〈
割
注
右
）
タ
ヲ
ヤ
カ
ナ
リ
下
於
遠
（
上
）
反
　
ウ

コ
カ
ス
　
カ
（
上
）
サ
（
上
濁
）
ル
（
割
注
左
）
ウ
ル
ハ
シ
　
ャ
バ
ラ
カ
ナ
リ
　
シ
タ
カ
フ
　
ウ
（
平
）
ツ
（
上
）
ク
シ
フ
　
メ
ク
ル
　
マ
（
上
）
ケ
（
平
濁
）
テ
（
仏
中
一
四
1
）
　
〔
高
〕
　
－
娩
（
割
注
右
）
タ
オ

ヤ
カ
也
　
ヤ
バ
ラ
カ
ナ
リ
　
シ
（
上
）
タ
（
上
）
カ
フ
（
割
注
中
）
於
違
反
　
ウ
コ
カ
ス
　
カ
サ
ル
　
ウ
ツ
タ
シ
フ
（
割
注
左
）
ウ
ル
ハ
シ
　
メ
ク
ル
　
マ
（
上
）
ケ
（
平
濁
）
テ
（
上
）
（
巻
上
五
五
オ
3
）
〔
蓮
〕

－
娩
（
割
H
琶
タ
ヲ
ヤ
カ
ナ
リ
ウ
ル
ハ
シ
　
ャ
バ
ラ
カ
ナ
リ
（
割
注
中
）
下
於
違
反
シ
タ
カ
フ
　
ウ
。
カ
ス
　
カ
サ
ル
（
割
注
左
）
ウ
ツ
ク
シ
フ
　
メ
ク
ル
　
マ
ケ
テ
〈
虫
損
ア
リ
、
声
点
ノ
有
無
未
詳
）
（
上

一
、
二
八
オ
7
）
　
〔
西
〕
欠
。

。
ヒ
（
上
濁
）
ネ
カ
バ
ク
ハ
（
下
一
六
ウ
4
二
四
錬
脾
響
五
笠
照
灼

⑧
四
鉄
幹
響
者
四
錬
者
四
種
ノ
香
也
」
饗
ミ
（
上
）
ツ
（
上
濁
）
キ
（
上
〉
モ
ノ
　
タ
テ
マ
ツ
ル
　
ア
フ
　
尚
饗
ウ
ケ
タ
マ
ヘ

（
3
1
7
・
1
1
）
］
／
〔
観
〕
饗
（
割
注
右
三
上
）
ツ
（
上
）
キ
（
物
〉
タ
テ
マ
ツ
ル
　
ウ
（
平
）
ク
（
上
）
　
ア
フ
〈
音
〉
鰯
二
上
）
（
割
注
左
）
亦
享
ア
ヘ
ス
〈
合
〉
ア
ル
シ
大
将
－
尚
饗
。
（
平
〉
ヒ



（
上
）
ネ
カ
バ
ク
ハ
」
ゥ
ヶ
タ
マ
ヘ
（
僧
上
一
〇
七
8
、
一
〇
八
1
）
　
〔
高
〕
欠
。
〔
蓮
〕
饗
（
割
注
右
）
タ
テ
マ
ツ
ル
　
ウ
（
平
）
ク
（
上
）
ィ
（
割
注
中
）
ア
ル
シ
　
ア
フ
（
割
注
左
）
ク
ラ
フ
　
八
号

饗
（
上
）
」
〈
割
注
右
）
亦
享
ア
ヘ
ス
〈
合
〉
尚
讐
ヒ
ネ
カ
バ
ク
ハ
ウ
ケ
マ
へ
（
マ
こ
（
割
注
を
－
賜
　
ア
ヘ
タ
マ
イ
〈
「
フ
」
を
見
消
）
（
下
一
、
三
三
オ
4
・
5
）
　
〔
西
〕
欠
。

コ

ク

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

マ

、

）

　

　

レ

　

　

コ

ク

⑨
蛇
倍
（
入
圏
）
之
八
万
寿
者
（
中
略
）
」
…
子
下
げ
）
戎
本
蛇
倍
ノ
八
万
寿
云
々
今
案
倍
字
結
ノ
」
詠
歌
倍
〈
割
注
右
）
口
篤
〈
反
〉
サ
カ
ユ
ヤ
ス
シ
マ

ク
　
タ
ノ
シ
（
割
注
左
）
ア
ヤ
マ
テ
（
下
三
九
ウ
1
0
）
　
［
蛇
倍
之
八
萬
寿
（
仰
望
1
6
）
］
／
〔
観
〕
倍
（
割
注
右
）
口
篤
（
反
）
急
暴
、
サ
カ
エ
ヤ
ス
シ
　
（
割
注
左
）
マ
ク
　
タ
ノ
シ
　
ア
ヤ

マ
チ
（
仏
上
二
四
7
）
　
〔
高
〕
倍
〈
割
注
右
〉
口
篤
反
急
空
。
割
柱
中
サ
カ
ユ
ヤ
ス
シ
　
マ
ク
（
割
注
左
）
タ
ノ
シ
　
ア
ヤ
マ
チ
（
巻
上
一
四
オ
6
）
　
〔
蓮
〕
欠
。
〔
西
〕
倍
（
割
注
右
）

口
篤
（
反
）
急
暴
（
割
桂
中
〉
、
サ
カ
エ
ヤ
ス
シ
　
（
割
注
左
）
マ
ク
　
タ
ノ
シ
　
ア
ヤ
マ
チ
　
（
三
一
オ
4
）

ノ

ノ

　

　

　

ノ

ハ

⑩
序
序
者
大
学
寮
歌
　
学
屋
也
　
序
言
養
也
犀
（
割
注
右
）
〈
合
〉
〈
音
〉
祥
訓
ハ
養
老
宮
（
割
注
左
）
ヤ
ウ
ヤ
ク
　
イ
フ
　
ヤ
シ
ナ
フ
　
同
誇
（
下
五
六
オ
3
）
　
［
国
家
虜
開
序
序

（
撃
1
1
）
］
／
〔
観
〕
序
（
割
注
右
喜
〉
祥
養
老
宮
（
割
注
左
）
ヤ
ウ
ヤ
ク
　
ノ
フ
」
ヤ
シ
ナ
フ
同
詳
（
法
下
一
〇
一
7
・
一
〇
二
1
）
〔
高
〕
欠
。
〔
蓮
〕
欠
。
〔
西
〕

欠
。

右
に
よ
っ
て
、
反
切
注
・
和
訓
（
語
形
の
み
な
ら
ず
掲
出
順
序
や
声
点
付
か
否
か
、
又
、
声
点
付
の
場
合
の
差
声
位
置
）
な
ど
、
総
じ
て
改
編
本

系
の
類
衆
名
義
抄
と
よ
く
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
全
同
で
は
な
く
少
異
が
指
摘
さ
れ
る
。
気
付
い
た
点
を
述
べ
る
と
、
①
で
は
、
観
智
院
本
・
蓮
成
院
本
に

存
す
る
反
切
注
が
『
略
注
』
に
な
い
、
『
略
注
』
と
観
智
院
本
に
存
す
る
和
音
注
が
蓮
成
院
本
に
な
い
な
ど
。
②
・
⑤
の
「
祁
」
に
つ
い
て
、

『
略
注
』
に
存
す
る
「
オ
ツ
シ
（
○
上
濁
○
）
」
　
（
②
）
・
「
オ
ソ
シ
」
　
（
⑤
）
の
和
訓
が
観
智
院
本
に
は
な
い
。
③
『
略
注
』
の
「
ミ
ツ
ハ
　
（
上
上

濁
上
）
」
の
声
点
が
観
智
院
本
と
蓮
成
院
本
に
な
く
、
「
コ
タ
マ
（
上
上
平
）
」
の
第
一
音
節
「
コ
」
は
、
二
本
で
は
平
声
と
な
っ
て
い
る
。
改
編

本
二
本
と
『
略
注
』
と
の
和
訓
の
相
違
は
、
『
略
注
』
が
、
ま
ず
「
木
魅
コ
タ
マ
（
声
点
略
）
」
を
引
き
、
本
来
の
被
注
字
で
あ
る
「
魅
」
の
和
訓

（
「
ス
タ
マ
」
以
下
）
を
そ
の
後
に
続
け
て
記
し
た
こ
と
に
因
る
か
。
④
『
略
注
』
・
改
編
本
（
観
智
院
本
）
と
も
に
熟
字
で
掲
出
し
て
い
る
が
、

『
略
注
』
に
は
両
字
と
も
上
声
濁
の
圏
点
が
差
さ
れ
て
あ
る
。
『
略
注
』
の
「
文
」
は
（
反
）
の
誤
ま
り
か
。
観
智
院
本
の
「
エ
」
や
「
シ
ゝ

慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
『
性
霊
集
略
注
』
出
典
致



鎌
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語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇

ヤ
カ
ン
シ
テ
」
の
声
点
は
『
略
注
』
に
は
な
い
、
又
、
観
智
院
本
「
へ
ゝ
ヤ
カ
ニ
シ
テ
」
は
『
略
注
』
で
は
「
へ
ゝ
ラ
カ
ニ
シ
テ
」
と
あ
り
、

観
智
院
本
「
へ
ゝ
ヤ
カ
ン
シ
テ
」
は
『
略
注
』
に
は
な
い
。
⑥
『
略
注
』
の
和
訓
の
す
べ
て
に
合
点
が
付
い
て
い
る
が
、
改
編
本
二
本
に
は

見
ら
れ
な
い
、
又
、
『
略
注
』
の
「
ヒ
ハ
ッ
ク
（
「
ヒ
」
「
ハ
」
字
形
不
審
）
」
は
改
編
本
二
本
「
シ
ル
ッ
ク
」
と
あ
り
、
改
編
本
の
「
ア
カ
ル
」

は
『
略
注
』
に
見
え
な
い
。
『
略
注
』
と
蓮
成
院
本
が
「
ア
マ
ネ
タ
」
と
連
用
形
に
な
っ
て
い
る
所
を
観
智
院
本
で
は
「
ア
マ
ネ
シ
」
と
終
止

形
に
す
る
。
蓮
成
院
本
が
「
済
」
一
字
で
見
出
し
に
あ
が
っ
て
い
る
こ
と
（
誤
脱
か
）
、
「
ヨ
ル
」
に
イ
「
本
」
注
記
が
存
す
る
こ
と
（
高
山
寺

（22）

本
系
の
和
訓
か
）
、
和
音
注
「
ハ
ウ
」
の
あ
る
こ
と
は
、
『
略
注
』
・
観
智
院
本
と
は
異
な
っ
た
点
で
あ
る
。
⑦
『
略
注
』
に
存
す
る
反
切
注
「
遊

建
反
」
・
和
訓
「
カ
サ
ナ
ル
」
は
、
改
編
本
三
本
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
於
違
反
」
、
「
カ
サ
ル
」
と
な
っ
て
い
る
（
『
略
注
』
の
「
カ
サ
ナ
ル
」
は

誤
か
）
。
又
、
改
編
本
三
本
の
「
タ
ヲ
（
オ
）
ヤ
カ
ナ
リ
（
也
）
」
は
、
『
略
注
』
に
な
い
。
⑧
改
編
本
に
存
す
る
和
訓
「
ウ
ク
」
・
「
ア
ヘ
ス
」
・

「
ア
ル
シ
」
は
『
略
注
』
に
な
い
、
『
略
注
』
「
ミ
ツ
キ
モ
ノ
（
上
上
濁
上
○
○
）
」
と
す
る
「
ツ
」
の
濁
点
は
誤
り
か
。
⑨
『
略
注
』
「
ア
ヤ
マ

テ
」
の
「
テ
」
は
「
チ
」
の
誤
写
か
。
⑩
『
略
注
』
の
和
訓
「
イ
フ
」
は
観
智
院
本
で
「
ノ
フ
」
、
「
同
誇
」
は
「
同
詳
」
と
記
す
。

も
と
も
と
用
例
が
少
な
い
上
、
改
編
本
系
の
類
衆
名
義
抄
の
内
、
西
念
寺
本
や
高
山
寺
本
は
対
応
箇
所
の
欠
落
し
て
い
る
場
合
が
多
く
、

観
智
院
本
や
蓮
成
院
本
も
そ
れ
ぞ
れ
に
少
異
が
認
め
ら
れ
、
『
略
注
』
の
拠
っ
た
名
義
抄
が
諸
本
の
ど
れ
に
近
い
か
は
俄
か
に
断
ぜ
ら
れ
な
い

が
、
強
い
て
言
う
な
ら
ば
、
右
の
①
・
⑥
（
但
し
「
ア
マ
ネ
タ
」
に
つ
い
て
は
逆
）
な
ど
か
ら
、
蓮
成
院
本
よ
り
は
観
智
院
本
に
近
い
本
文

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

む
　
す
　
び

（23）

以
上
、
柳
か
疎
略
な
叙
述
に
走
っ
た
嫌
い
は
あ
る
が
、
『
略
注
』
に
改
編
本
系
類
衆
名
義
抄
の
引
用
さ
れ
て
い
る
事
実
が
明
ら
か
に
な
り
、

性
霊
集
の
注
釈
活
動
に
類
衆
名
義
抄
の
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
利
用
の
仕
方
（
あ
る
い
は
態
度
）
と
し
て
は
、
こ
の
『
略
注
』
の

場
合
、
性
霊
集
本
文
で
は
な
く
注
文
の
字
に
つ
い
て
引
く
こ
と
が
あ
り
（
前
項
⑦
「
娩
」
）
、
引
用
に
際
し
て
他
の
文
献
と
は
異
な
り
出
典
名
を



明
示
し
な
い
点
な
ど
か
ら
推
し
て
、
そ
の
扱
い
と
し
て
は
軽
く
備
忘
の
た
め
に
一
時
的
に
示
し
て
お
い
た
も
の
と
み
て
よ
か
ろ
う
か
、
尚
考

え
た
い
。

（
マ
、
）

従
来
、
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
に
、
「
在
宝
禽
並
聖
霊
集
」
（
仏
中
二
四
4
）
・
「
在
性
霊
集
」
（
法
上
七
一
4
）
の
如
く
、
性
霊
集
の
名
の
見
え

（24）

る
こ
と
は
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
此
の
度
は
、
そ
の
類
衆
名
義
抄
（
但
し
、
現
観
智
院
本
そ
の
も
の
で
は
な
い
）
を
用
い
て
性
霊
集
本
文
の
理
解

を
深
め
、
注
釈
を
成
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
あ
る
。

又
、
本
書
『
略
注
』
の
成
立
に
は
、
高
野
山
の
十
輪
院
真
弁
が
関
与
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
、
先
述
の
如
く
、
こ
れ
は
大
楽
院
信
日
と
師

弟
関
係
に
あ
っ
た
と
説
か
れ
て
い
る
。

大
楽
院
信
日
は
、
金
剛
三
昧
院
蔵
『
大
日
経
疏
聞
書
』
や
観
智
院
蔵
『
広
付
法
伝
聞
書
輔
弼
監
醐
書
』
と
い
っ
た
類
衆
名
義
抄
の
逸
文
を
今

（25）

日
に
伝
え
る
書
の
奥
書
や
題
に
見
え
る
人
物
で
あ
っ
て
、
鎌
倉
時
代
の
高
野
山
に
於
け
る
類
緊
名
義
抄
流
伝
の
問
題
を
考
え
る
上
で
興
味
深

い
。
今
後
、
類
緊
名
義
抄
を
軸
と
し
た
辞
書
史
の
研
究
、
特
に
そ
の
後
世
へ
の
影
響
に
つ
い
て
考
え
て
ゆ
く
場
合
に
は
、
か
よ
う
の
点
に
も

留
点
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
次
第
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
『
略
注
』
の
方
を
軸
と
し
て
性
霊
集
注
釈
史
の
問
題
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
他
の
古
注
釈
で
名
義
抄
の
引
用
が
な
さ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
も
考
え
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
、
例
え
ば
、
六
地
蔵
寺
本
性
霊
集
の
紙
背
裏
書
の
存
在
が
注
意
さ
れ
る
。

月
本
雅
章
氏
は
、
こ
の
裏
書
の
内
容
に
つ
い
て
、
Ⅲ
和
訓
を
示
す
も
の
、
佃
漢
字
で
語
義
を
示
す
も
の
、
㈲
字
書
を
引
用
す
る
も
の
、
㈱

「
荘
子
云
」
な
ど
と
し
て
纏
ま
っ
た
文
を
引
用
す
る
も
の
、
の
四
種
を
認
め
ら
れ
、
畑
・
初
に
つ
い
て
「
恐
ら
く
は
一
々
の
原
典
か
ら
直
接

（26）

引
用
し
た
の
で
は
な
く
、
先
行
の
注
釈
が
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
が
何
で
あ
る
か
未
だ
見
出
し
て
い
な
い
」
と
結
ん
で
い
ら
れ
る
。

そ
の
注
釈
の
内
容
に
相
違
が
あ
り
、
出
典
文
献
に
東
宮
切
韻
や
延
喜
式
・
ヒ
フ
（
文
鎮
秘
府
）
論
な
ど
『
略
注
』
に
見
え
な
い
も
の
の
存
す
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
『
略
注
』
そ
の
も
の
で
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
Ⅲ
～
㈲
の
特
徴
（
加
え
て
、
佃
に
「
－
義
也
」
・
「
－
貝
也
」
形
式
の

指
摘
さ
れ
る
こ
と
）
よ
り
し
て
、
注
釈
形
式
の
基
本
は
『
略
注
』
タ
イ
プ
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
『
性
霊
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鎌
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時
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研
　
究

こ
の
う
ち
、
Ⅲ
和
訓
を
示
す
も
の
の
中
で
、

○
ト
割
砦
）
ソ
菱
莞
中
）
ア
ラ
フ
（
割
注
左
〉
ス
；
（
七
輿
「
准
」
字
に
対
し
て
）
／
〔
観
〕
准
（
割
等
〈
音
〉
敵
俗
又
〈
音
〉
條
誤
、
封
（
上
上
○
）
引
（
上
上
○
）
引
日

月
（
上
上
○
）
（
割
注
左
）
ハ
ラ
フ
　
ウ
コ
カ
ス
　
（
法
上
三
2
）

○
ト
割
注
右
〉
如
枕
友
〈
割
注
中
毒
熟
〈
割
葺
ニ
キ
パ
フ
ユ
タ
カ
ナ
リ
（
三
輿
「
稔
」
字
に
対
し
て
）
／
〔
観
〕
稔
（
割
注
豊
日
〉
荏
（
右
「
ニ
ム
」
左
「
シ
ム
」
）
ミ
ノ
ル
ト
シ
（
平
平
）
↓

キ
ハ
フ
　
ナ
ム
（
空
軍
症
巨
」
聖
　
l
は
l
伊
匝
け
け
（
平
上
〇
〇
〇
）
　
（
法
下
一
五
8
）

○
し
割
注
右
〉
ミ
ル
（
割
等
）
ナ
ツ
ラ
フ
（
割
注
左
）
マ
子
キ
ル
（
二
興
「
待
」
字
に
対
し
て
）
／
〔
観
〕
待
（
割
砦
）
（
音
）
怠
　
マ
ツ
（
平
上
）
月
明
給
、
石
で
′
　
刃
幻
引
可
ソ
ナ
フ
（
割

注
左
）
ト
ン
ム
　
巨
　
ア
カ
シ
　
禾
喜
）
レ
タ
イ
　
（
仏
上
四
二
1
）

な
ど
は
、
そ
の
和
訓
が
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
に
見
え
、
あ
る
い
は
抄
害
し
た
可
能
性
も
存
す
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
「
享
」
字
（
十
1
2
9
）
に

対
し
て
裏
書
さ
れ
た
「
ス
ー
ム
」
「
ア
ツ
」
「
ウ
ム
」
や
「
粋
」
字
（
二
9
3
）
の
「
ク
タ
ノ
＼
シ
」
の
如
き
和
訓
は
見
出
せ
ず
、
尚
疑
が
残
る
。

こ
の
六
地
蔵
寺
本
憧
霊
集
裏
書
の
問
題
も
含
め
、
性
霊
集
の
古
注
釈
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
検
討
課
題
が
存
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
平
成
三
・
一
二
一
十
一
）

注（1）

岡
田
希
雄
『
類
緊
名
義
抄
の
研
究
』
　
（
昭
1
9
・
一
条
書
房
）

吉
田
金
彦
「
類
衆
名
義
抄
小
論
」
　
（
『
国
語
国
文
』
　
2
4
－
3
、
昭
3
0
・
3
）

渡
辺
実
「
霊
折
柄
類
衆
名
義
抄
に
つ
い
て
－
関
西
大
学
現
蔵
本
の
紹
介
を
機
に
原
名
義
抄
の
編
成
の
推
定
に
及
ぶ
－
」
（
『
語
豊
国
文
学
論
集
』
昭
軍
3
）

築
島
裕
「
改
編
本
系
類
緊
名
義
抄
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
」
（
『
鵬
朗
報
記
念
論
文
集
』
昭
4
4
・
1
0
）
他
。

（
2
）
　
注
　
（
1
）
　
岡
田
文
献

川
瀬
一
馬
『
古
辞
書
の
研
究
』
　
（
昭
3
0
・
雄
松
堂
）

渡
辺
実
『
三
賛
類
字
集
』
解
題
（
『
択
鮎
善
本
叢
書
』
昭
4
6
・
1
1
）



犬
飼
守
薫
「
改
編
本
系
類
衆
名
義
抄
諸
本
に
見
ら
れ
る
合
点
の
考
察
－
成
立
論
へ
の
手
が
か
り
－
」
（
『
愛
知
県
立
惟
信
高
等
学
校
研
究
紀
要
』
五
、

昭

4

9

・

3

）

草
川
昇
「
改
編
本
系
類
衆
名
義
抄
相
互
の
関
係
－
標
出
字
・
和
訓
の
面
か
ら
の
一
考
察
－
」
（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
輿
昭
5
7
・
5
）
他
。

（
3
）
　
佐
藤
喜
代
治
「
新
撰
字
鐙
の
本
文
に
つ
い
て
」
（
『
東
北
大
学
文
学
部
研
究
年
報
』
1
、
昭
2
6
・
3
）

築
島
裕
「
図
書
寮
本
類
緊
名
義
抄
と
和
名
類
衆
抄
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
4
0
－
7
、
昭
3
8
・
7
）

築
島
裕
・
小
林
芳
規
「
高
山
寺
所
蔵
一
字
頂
輪
王
儀
軌
音
義
に
つ
い
て
」
（
『
国
語
学
』
7
1
・
昭
4
2
・
望

宮
沢
俊
雅
「
図
書
寮
本
類
衆
名
義
抄
に
見
え
る
蒙
隷
万
象
名
義
に
つ
い
て
」
（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
輿
昭
4
8
・
7
）

同
「
回
書
寮
本
類
衆
名
義
抄
と
妙
法
蓮
華
経
釈
文
」
（
『
駅
頭
謂
国
語
学
と
国
語
史
』
昭
5
2
・
9
）

同
「
図
書
寮
本
類
衆
名
義
抄
と
法
華
音
訓
」
（
『
讃
増
慧
謎
論
輯
　
辞
書
・
音
義
』
昭
6
3
・
3
）

山
本
秀
人
「
図
書
寮
本
類
緊
名
義
抄
に
お
け
る
真
興
大
般
若
経
音
訓
の
引
用
法
に
つ
い
て
」
（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
輿
平
2
・
9
）
他
。

（
4
）
　
吉
田
金
彦
「
図
書
寮
本
類
衆
名
義
抄
出
典
故
」
（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
2
・
3
・
5
、
昭
2
9
・
8
、
2
9
・
1
0
、
3
0
・
1
0
）

築
島
裕
「
類
衆
名
義
抄
の
倭
訓
の
源
流
に
つ
い
て
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
2
7
－
7
、
昭
2
5
・
7
）

山
本
秀
人
「
改
編
本
類
衆
名
義
抄
に
お
け
る
文
選
訓
の
増
補
に
つ
い
て
」
（
『
国
文
学
致
』
興
昭
6
0
・
3
）
他
。

（
5
）
　
前
田
富
棋
「
世
尊
寺
本
字
鏡
の
成
立
－
　
『
新
撰
字
鏡
』
と
『
類
衆
名
義
抄
』
と
の
比
較
に
お
い
て
ー
」
（
『
本
邦
辞
書
史
論
叢
』
昭
4
2
・
2
）
他
。

（
6
）
　
中
田
祝
夫
「
類
緊
名
義
抄
使
用
者
の
た
め
に
」
（
『
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
索
引
』
附
載
、
昭
3
0
・
風
間
）

同
「
「
文
筆
風
月
至
要
抄
」
所
載
の
類
衆
名
義
抄
侠
文
」
（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
7
、
昭
3
1
・
8
）

平
岡
定
海
「
類
衆
名
義
抄
の
逸
文
」
（
『
国
文
学
言
語
と
文
芸
』
2
、
昭
3
4
・
1
）

築
島
裕
「
叡
山
文
庫
天
海
蔵
蘇
悉
地
掲
羅
経
略
疏
建
久
点
に
見
え
る
類
衆
名
義
抄
の
逸
文
」
（
『
国
語
学
』
輿
昭
3
5
・
3
）

同
「
改
編
本
系
類
衆
名
義
抄
逸
文
小
見
」
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
1
1
、
昭
6
3
・
8
）
他
。

（
7
）
　
例
え
ば
、
一
の
㈲
出
典
を
手
懸
り
と
し
て
畑
系
統
研
究
を
志
向
す
る
、

山
本
秀
人
「
改
編
本
類
衆
名
義
抄
に
お
け
る
新
撰
字
鏡
を
出
典
と
す
る
和
訓
の
増
補
に
つ
い
て
－
熟
字
訓
を
対
象
と
し
て
－
」
（
『
国
語
学
』
塑

昭

6

1

・

3

）

慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
『
性
霊
集
略
注
』
出
典
致



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

（
8
）
　
築
島
裕
「
煩
衆
名
義
抄
の
研
究
史
を
め
ぐ
っ
て
」
　
（
『
天
理
図
書
館
善
本
草
書
月
報
』
　
3
0
、
昭
5
1
・
9
）

（
9
）
　
『
三
教
指
帰
　
性
霊
集
』
解
説
（
『
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
』
7
1
、
昭
4
0
）
、
川
口
久
雄
『
平
安
朝
日
本
漠
文
学
史
の
研
究
』
上
第
二
章
第
二
節

遍
照
発
揮
性
霊
集
の
成
立
と
諸
本
　
（
昭
5
0
・
明
治
書
院
）
。

（
1
0
）
　
阿
部
隆
一
『
慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
和
漢
書
善
本
解
題
』
　
1
9
　
（
昭
3
0
）

112131415161

「
新
に
見
出
さ
れ
た
る
鎌
倉
抄
本
真
弁
撰
『
性
霊
集
略
注
』
」
　
（
『
慶
応
義
塾
図
書
館
月
報
』
　
9
、
昭
3
0
・
8
）

拙
稿
「
空
海
作
願
文
の
表
現
世
界
」
　
（
『
人
文
論
叢
』
（
三
重
大
学
人
文
学
部
文
化
学
科
）
8
、
平
3
・
3
）

第
一
回
平
成
元
年
八
月
十
八
・
十
九
日
、
第
二
回
平
成
二
年
五
月
二
十
八
二
一
十
九
日
調
査
。

月
本
雅
章
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。

他
、
『
紀
伊
続
風
土
記
』
三
十
五
、
『
本
朝
高
僧
伝
』
十
五
な
ど
に
見
え
る
。

注
（
1
0
）
文
献
に
「
弘
長
元
年
（
一
二
六
こ
寂
す
」
と
あ
る
は
誤
ま
り
か
　
（
『
野
峯
名
徳
伝
』
に
拠
っ
た
為
か
）
。

加
え
て
、
本
文
書
の
署
名
に
は
、
「
真
舛
」
の
上
位
に
「
聖
範
」
の
名
も
見
え
る
（
大
系
本
の
説
く
よ
う
に
覚
蓮
房
本
が
承
安
二
年
（
一
一
七
二
）

以
前
に
成
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
も
別
人
か
）
。

（
1
7
）
　
注
の
な
い
詩
文
は
い
ず
れ
も
言
語
量
の
さ
ほ
ど
多
く
な
い
篇
で
あ
り
、
こ
れ
も
注
が
な
い
こ
と
の
一
因
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

（
1
8
）
　
小
林
芳
規
「
中
山
法
華
経
寺
本
三
教
指
帰
注
の
文
章
と
用
語
」
　
（
『
国
文
学
致
』
　
7
2
・
7
3
合
、
昭
5
1
・
1
2
）

菅
原
範
夫

（
1
9
）
　
注
（
1
0
）
に

（
2
0
）
　
岡
井
慎
吾

馬
淵
和
夫

貞
苅
伊
徳

宮
澤
俊
雅

「
中
山
法
華
経
寺
本
三
教
指
帰
注
の
注
釈
の
諸
形
式
」
（
謂
芳
船
『
糾
別
舶
響
薮
指
帰
注
総
索
引
及
び
研
究
』
昭
5
5
・
武
蔵
野
書
院
）

「
皇
侃
義
疏
」
と
指
摘
が
あ
る
。

『
玉
簾
の
研
究
』
　
（
昭
8
、
東
洋
文
庫
）

『
玉
篇
供
文
補
正
』
　
（
『
東
京
文
理
科
大
学
国
語
国
文
学
会
紀
要
』
　
3
、
昭
2
7
・
1
2
）

「
玉
篇
と
策
隷
万
象
名
義
に
つ
い
て
」
　
（
『
国
語
学
』
　
3
1
、
昭
3
2
・
1
2
）

「
図
書
寮
本
類
衆
名
義
抄
に
見
え
る
蒙
隷
万
象
名
義
に
つ
い
て
」
　
（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
　
5
2
、
昭
4
8
・
7
）
他
。

（
2
1
）
　
観
智
院
本
高
山
寺
本
は
「
折
古
警
京
叢
書
』
、
蓬
成
院
本
は
『
棚
措
相
三
賛
類
緊
名
義
抄
』
一
（
昭
6
1
・
勉
誠
社
）
、
西
念
寺
本
は
天
理
図
書
館
蔵
『
類



（22）（23）（24）（25）（26）

〔
附
記
〕

衆
名
義
抄
藩
察
本
こ
　
（
平
成
二
年
十
二
月
十
八
日
原
本
調
査
）
　
に
拠
っ
た
。

山
本
秀
人
「
蓮
成
院
本
類
衆
名
義
抄
の
「
イ
」
本
注
記
に
つ
い
て
」
　
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
　
1
1
、
昭
6
3
・
8
）

「
崎
嘔
者
ウ
チ
ハ
ヤ
シ
（
上
上
濁
上
上
上
）
」
　
（
上
一
九
オ
8
）
や
「
憫
然
者
阿
和
手
大
里
」
　
（
上
四
七
ウ
6
）
の
よ
う
に
、
声
点
付
片
仮
名
和
訓
を

一
つ
示
す
も
の
や
万
葉
仮
名
で
示
さ
れ
た
和
訓
の
注
も
存
す
る
が
、
そ
の
出
自
に
つ
い
て
は
未
考
で
あ
る
。

注
（
1
）
岡
田
文
献
一
六
〇
頁
。

注
（
6
）
築
島
（
昭
6
3
）
文
献
。

月
本
雅
幸
『
遍
照
発
揮
性
霊
集
』
　
（
『
六
地
蔵
寺
善
本
叢
刊
』
　
2
、
昭
6
0
・
汲
古
書
院
）
解
題
。

本
稿
を
成
す
に
当
り
、
日
本
雅
章
氏
（
性
霊
集
に
関
し
て
）
、
田
中
貴
子
氏
（
真
弁
に
関
し
て
）
、
宮
沢
俊
雅
氏
・
小
助
川
貞
次
氏
（
玉
篇
に
関

し
て
）
、
山
本
秀
人
氏
（
名
義
抄
に
関
し
て
）
　
に
有
益
な
御
教
示
を
賜
わ
っ
た
。
又
、
原
本
閲
覧
に
つ
い
て
、
慶
応
義
塾
図
書
館
・
天
理
図
書
館

の
皆
様
よ
り
格
別
の
御
厚
情
を
番
う
し
た
。
記
し
て
、
深
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
『
性
霊
集
略
注
』
出
典
致




